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3経営学などビジネスに関わる各分野の研究活動のグロ
ーバリゼーションの進展は著しいものがある。ビジネス
のやり方、経営の作法、については全世界的な標準化が
極めて容易であり、地球の裏側で起こったイノベーショ
ンの成功例からすぐさま何か重要な経営のヒントを我々
は学びとることができる。いきおい、それらの事象を分
析対象とする経営学においても、全世界的に通用する概
念及び分析枠組みを共通理解事項とし、全世界的に最も
通用力のある言語による研究成果の発信・受信がデファ
クト・スタンダードとなってきた。英語での論文発表及
び英語での国際学会での発表及び討論が、研究内容をよ
り深める契機を与え、また、アカデミアの外側への発信
力も英語を使用することによって飛躍的に高まる。
上記のような状況への一つの対応として、経営学部及
びイノベーション・マネジメント研究センターでは、英
語によるリサーチ・セミナーの開催を2007年度より開始
した。全学の研究の国際化推進プログラムの「研究成果
の国際的発信強化」種目の一つとして、2007年度、2008
年度と連続して採択され、この二年間で合計 12回の
“Rits Business School Research Seminar in English”を開
催、ほぼ二ヶ月に一度の頻度で行っている。
セミナーの形式は、その時々の事情で多少の違いは出
てくるものの、典型的な形式は、各回分野の近い2名の
報告（1名は学外の研究者、もう1名は立命館の研究者）
がそれぞれ1時間程度あり、それと同じくらいの時間報
告者及び参加者の間で自由に討議し、その後簡単なレセ
プションでインフォーマルに交流する、という形をとっ
ている。
この二年間の報告者の本学以外の所属機関を列挙する
と、関西外大、Temple University、同志社、University of
Saskatchewan、University of Reading、甲南大学、
University of Waikato、University of California, Davis、
University of Aachen、National University of Singapore、
University of Bremen、Victoria University of Wellington、
Auckland University of Technology Business School、など
と極めて多彩であり、また、参加者の国籍も、イギリス、
ネパール、ドイツ、ケニア、日本、カナダ、シンガポー
ル、中国、ニュージーランド、アメリカ、オーストラリ
ア、など10カ国以上に上り、文字通り極めて「国際的な」
研究交流の場となっている。
報告されたトピックの中には、“Growing Science
Enterprises: Interrelationships of University Policies,
Industry Expectations and Global Economic Imperatives”,
“Multinationals and National Systems of Innovation:
Strategy and Policy Issues”,“ Innovation in Japan:
Problems, Prospects and Issues”,“Innovation, Knowledge
Spillovers and Local Labor Markets”,“The Development of
the U.S. Venture Capital Industry”等々、イノベーション
に関わる研究も多くをしめた。
今後は、経営学部・経営学研究科に2ヶ月程度滞在さ
れる外国人客員教授のより一層のこのセミナーへの参
加、海外留学する本学教員の渡航前あるいは帰国後の研
究報告、大学院生（特に博士後期課程に属する大学院生）
の研究発表、などなどの場としてより一層使い勝手の良
いセミナーにしていければと考えている。皆様のより一
層のご協力をお願いしたい。
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